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こ ち ら岩手大ら

は い

Q どのような活動をしていますか？
A入試の時には受験会場の案内をしたり、
新入生交流会の企画・運営をしたりして
います。また、オープンキャンパスや不
来方祭では『岩大生と話そう！』という
受験生と岩大生が交流する機会を作るイ
ベントを行っています。昨年度はコロナ
の影響でオープンキャンパスを開催でき
なかったため、学務課と協力し『岩大生
と話そう！』をオンラインで行いました。

Q やりがいを感じる瞬間は？	
A相手に感謝された時です。会場案内を
していて、緊張と不安でいっぱいであろ
う受験生から「ありがとう」という言葉
を頂いた時、この活動をやっていてよかっ
たと思います。

Q 今後の目標を教えてください
A今年もコロナ禍でオープンキャンパスが中止と
なってしまったため、オンラインによるイベントに
力を入れていきたいと思っています。また、今年は
『憩いの場』という先輩と新入生のタテのつながり
を広げることを目的とした交流イベントを企画して
います。

　 現在 100 名以上と大所帯に見えますが、協力してく
れる人がいればいるほど良い活動ができるので、今
からでも興味のある人は Twitter などに連絡お願い
します！

Q どのような活動をしていますか？
A「学生目線で男女平等や男女共同につい
て考え、それによって学生生活をより快
適なものにしていく」というのが、この
委員会の 1 番の目的です。その目的を達
成するために、大学内外での情報発信を
行なっています。これまでには、学外で
は国立女性教育会館にて 2017 年のフォー
ラムにおいて発表の場を設けていただい
たり、学内においては文化祭ワークショッ
プ絵本の読み聞かせなどを行ったりをし
ています。また、生理の貧困に関わる実
態調査等、学生向けのアンケートによっ
て情報収集を行なっていくというのも主
な活動の 1つになります。

Q 始めたきっかけはなんですか？
Aはじめは学問的な興味から始まったものでした。日本史の教科書には、女性
の歴史や女性の人物があまり出てこないと感じることがあり、その背景には社
会的に男女の不平等があるということを知りました。そのような中で現代の社
会にも同様の問題があると感じたために、このような男女平等について取り組
んでみようと思い活動に参加することとなりました。

Q 後輩となるみなさんにメッセージをお願いします！
A「なぜ名簿において女子は男子の後ろなのだろう」と疑問に思ったことがきっ
かけであるなど、現在所属しているメンバーが活動を始めた動機は様々です。
男女平等や男女共同というものは言葉にすると固く感じるかもしれませんが、
性別や年齢に関わりなく考えていくべき問題だと考えています。女性の関心が
高くなりがちなテーマではありますが、性別や年齢に縛られず、みんなが住み
やすい環境を作っていきたいと考える方と一緒に活動していきたいです。

●取材に協力してくれた方
　代表　農学部　森林科学科　　
　２年　宇佐美　直輝さん（宮城県多賀城高等学校出身）

●取材に協力してくれた方
　代表　人文社会科学部　人間文化課程　　
　４年　田中　優里子さん（岩手県立盛岡第三高等学校出身）

岩手大学学生委員会
楽しく・豊かな大学生活のために　岩大生をつなぐ架け橋

取材者氏名　i-Connect社員

受験生の支援や新入生が大学生活に慣れ親しむための支援を
目的とした、1・2年生で構成されている委員会。
現在133名が在籍中。

受験生の支援や新入生が大学生活に慣れ親しむための支援を
目的とした、1・2年生で構成されている委員会。
現在133名が在籍中。

2011年5月に設立された学生委員会で、学生目線で男女共同
や平等について調査や情報発信を行なっている。
2011年5月に設立された学生委員会で、学生目線で男女共同
や平等について調査や情報発信を行なっている。

■人文社会科学部４年
　窪田　あずさ（左）
■教育学部３年
　北村　佳瑞葉（右）
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研

究

紹

介

す
。
目
的
の
実
現
の
た
め
に
機
械
学
習
を
用
い
ま
す

（
図
１
）。
機
械
学
習
に
は
、
特
徴
量
の
抽
出
と
機
械

学
習
手
法
の
選
択
が
必
要
で
す
。T

w
itter

の
テ
キ

ス
ト
を
対
象
と
し
、
単
語
と
そ
の
単
語
が
ど
れ
だ
け

い
じ
め
と
関
連
す
る
か
の
程
度
を
数
値
で
表
す
い
じ

め
表
現
辞
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
含
む
ネ
ッ
ト
い
じ

め
の
検
出
に
貢
献
度
の
高
い
特
徴
量
の
抽
出
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
機
械
学
習
手
法
を
用
い
、

特
徴
量
と
組
み
合
わ
せ
て
、
最
適
な
モ
デ
ル
を
構
築

し
、
最
も
評
価
が
良
か
っ
た
モ
デ
ル
で
は
90
%
を
超

え
る
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

❷
偽
情
報
の
自
動
検
出

　

S
N
S
は
有
益
な
情
報
源
と
し
て
活
動
で
き
る
反

面
、
事
実
と
は
異
な
っ
た
偽
情
報
が
ユ
ー
ザ
へ
拡
散

さ
れ
、
世
間
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
作
業
で
は
、

S
N
S
上
の
無
数

の
デ
ー
タ
を
追
跡

す
る
こ
と
は
難
し

く
、
情
報
が
誤
っ

て
い
る
と
分
か
る

頃
に
は
既
に
拡
散

済
み
で
あ
る
場
合

が
多
い
で
す
。
そ

の
た
め
、
偽
情
報

を
自
動
的
に
、
よ

り
早
く
検
出
す
る

技
術
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

T
w
itter

を
対
象

と
し
、
デ
ー
タ
の

発
生
規
模
と
時
系

列
を
考
慮
し
た
、

機
械
学
習
に
よ
る
手
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
（
図

２
）。
検
出
手
法
は
2
段
階
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
S
T
E
P
１
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
初

期
に
真
偽
の
決
定
を
試
み
、
偽
情
報
の
早
期
検
出
を

図
る
と
共
に
、
真
偽
が
決
定
さ
れ
た
一
部
の
イ
ベ
ン

ト
を
追
跡
対
象
か
ら
取
り
除
く
こ
と
で
、
検
出
効
率

を
向
上
さ
せ
ま
す
。
S
T
E
P
２
で
は
、
S
T
E
P

１
で
真
偽
を
判
別
で
き
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
追
跡

対
象
と
し
、
時
系
列
に
沿
っ
て
真
偽
を
判
別
し
て
い

き
ま
す
。
S
T
E
P
１
、
S
T
E
P
２
と
も
に
最
適

な
モ
デ
ル
を
特
定
し
、
提
案
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、

イ
ベ
ン
ト
の
発
生
か
ら
35
時
間
以
内
に
約
100
％
の
イ

ベ
ン
ト
を
検
出
で
き
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
I
T
技
術
の
進
化
に

よ
っ
て
、
様
々
な
種
類
の
膨
大
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が

生
成
・
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

か
ら
有
用
な
情
報
や
知
識
を
掘
り
起
こ
す
「
デ
ー
タ

マ
イ
ニ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
は
様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
私
の
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

❶
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
自
動
検
出

　

近
年
、T

w
itter

・Facebook

・Instagram

な

ど
の
S
N
S
は
、
情
報
発
信
や
情
報
収
集
の
手
段
と

し
て
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
一
方
、
ネ
ッ
ト
上
の

い
じ
め
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
い

じ
め
の
自
動
検
出

に
係
る
研
究
は
ほ

と
ん
ど
が
英
語

デ
ー
タ
の
分
析
で

あ
り
、
日
本
語

デ
ー
タ
の
分
析
は

ま
だ
少
な
く
、
特

徴
量
の
分
析
が
不

十
分
で
す
。
よ
っ

て
、
日
本
語
デ
ー

タ
を
対
象
と
し
、

特
徴
量
の
分
析
を

行
い
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
を
精
度
よ
く

自
動
的
に
検
出
す

る
技
術
の
開
発
を

目
的
と
し
て
い
ま

❸
攻
撃
に
強
い
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　

A
m
azon

や
楽
天
な
ど
の
電
子
商
取
引
シ
ス
テ
ム

や
通
販
サ
イ
ト
で
、
多
数
の
ユ
ー
ザ
の
評
価
を
元
に

商
品
を
推
薦
す
る
た
め
に
協
調
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と

い
う
情
報
推
薦
の
手
法
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
協
調
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
手
法
の
欠
点
の
一
つ
と

し
て
、
特
定
の
商
品
の
評
価
値
を
歪
め
る
悪
意
の
あ

る
ユ
ー
ザ
か
ら
の
攻
撃
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
欠

点
を
解
消
す
る
た
め
、
対
象
デ
ー
タ
に
ク
ラ
ス
タ
リ

ン
グ
を
施
し
、
ク
ラ
ス
タ
ご
と
に
評
価
値
を
予
測
す

る
こ
と
で
攻
撃
に
対
す
る
情
報
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
ロ

バ
ス
ト
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
攻
撃
ユ
ー

ザ
が
多
く
の
一
般
の
ユ
ー
ザ
に
似
て
い
る
場
合
、

ユ
ー
ザ
の
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
か
え
っ

て
攻
撃
の
影
響
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
分
割
さ
れ
た
ク
ラ
ス
タ
に
対
し
て
再
度
ク
ラ

ス
タ
リ
ン
グ
を
行
い
ク
ラ
ス
タ
内
の
デ
ー
タ
を
大
き

く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
を
あ
る
程
度
維
持
し

た
ま
ま
攻
撃
の
影
響
を
抑
え
る
こ
と
を
図
っ
て
い
ま

す
（
図
３
）。
実
験
で
攻
撃
前
後
で
の
誤
差
の
差
分

を
計
測
し
、
攻
撃
に
対
す
る
影
響
の
大
き
さ
を
調
査

し
た
結
果
、
提
案
手
法
は
攻
撃
の
影
響
を
抑
え
る
の

に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

❹
金
融
市
場
に
お
け
る
低
リ
ス
ク

　
投
資
行
動
の
学
習

　

金
融
市
場
は

景
気
や
為
替
な

ど
の
経
済
的
要

因
や
、
政
局
な

ど
の
経
済
外
的

要
因
な
ど
が
関

わ
り
変
動
す
る

た
め
、
確
実
な

状
態
予
測
や
取

引
戦
略
の
構
築

が
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
金

融
市
場
に
お
い

て
保
有
す
る
資

産
価
値
が
低
下

す
る
リ
ス
ク
を

防
ぎ
つ
つ
利
益

を
最
大
化
さ
せ

る
よ
う
な
投
資

行
動
を
分
布
型
強
化
学
習
と
い
う
手
法
を
用
い
て
学

習
す
る
手
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。
分
布

強
化
学
習
は
、
各
行
動
の
評
価
値
を
分
布
に
拡
張
し

て
、
あ
る
行
動
で
得
ら
れ
る
報
酬
の
期
待
値
だ
け
で

な
く
、
定
義
し
た
報
酬
の
値
の
範
囲
で
各
報
酬
が
得

ら
れ
る
期
待
値
を
離
散
分
布
で
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
期
待
リ
タ
ー
ン
を
分
布
で
保
持
し
て
行
動

決
定
の
た
め
の
計
算
に
利
用
す
る
た
め
、
投
資
行
動

の
安
定
化
や
低
リ
ス
ク
化
の
改
善
に
有
用
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
10
年
分
の
日
経
225
に
含
ま
れ
る
銘
柄
の

ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
て
実
験
を
行
い
、
分

布
強
化
学
習
を
用
い
た
提
案
手
法
は
評
価
値
の
標
準

偏
差
に
つ
い
て
優
れ
て
い
た
た
め
、
低
リ
ス
ク
な
投

資
行
動
を
学
習
で
き
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
研
究
分
野
で
は
、ネ
ッ
ト
い

じ
め
や
偽
情
報
の
拡
散
を
防
ぐ
よ
う
な
社
会
貢
献
が

で
き
る
研
究
や
、商
品
推
薦
や
金
融
投
資
を
頑
健
に

改
善
す
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
研
究
な

ど
、多
く
の
実
用
的
な
テ
ー
マ
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

ま
す
。ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
ま
だ
成
長
期
に
あ

る
と
は
い
え
、デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
は
今
後
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
の
知
識
発
見 

〜
実
用
性
の
高
い
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
研
究
〜

理工学部 システム創成工学科

准教授　張　建偉図 1：ネットいじめ自動検出の流れ

図 ２：偽情報早期検出の流れ

図 ３：推薦システム予測の流れ

図 ４：投資行動学習の流れ
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サ
ー
ク
ル
紹
介

サ
ー
ク
ル
紹
介

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部

野
鳥
の
会

岩手大学公式 Facebook に掲載した広報室学生スタッフの記
事より、反響の大きかったものをご紹介します！

キャンパス探訪

　こんにちは！春も過ぎ、暖かいどころか蒸し暑いと感じる
日も増えてきましたね。扇風機を使い始めるのもまもなくで
しょうか…。人文社会科学部 4年の窪田です。
　岩手大学では現在対面授業が行われていますが、コロナウ
イルスの自粛ムードもあり、学内全体を散策する機会は少な
いでしょう。そんな状況でも、Facebook を通してみなさ
んに岩大キャンパスについて詳しく知ってもらえればと思
います。
　今回は、学生センター B棟の国際課フリースペースを紹
介します！学内に数ある休憩スペースの中でも特に明るくオ
シャレな雰囲気のここでは、英字新聞や外国語の書籍が閲覧
可能となっています。書籍は誰もが知ってる人気コミックス
から、「英語シナリオで読む名作映画」というものまで…国
際交流に興味のある方だけでなく、自動販売機もあるため、
「心地よい場所で休憩したい…」という方も、ここに来れば
なかなか充実した時間が過ごせるのではないかと思います。
　人文社会科学部生でも、このスペースをじっくり見たこと
がない、という人は案外多いのではないでしょうか？（私自

身 4年生になって初めて
使用しました…）
　学部によってガラリと
空気が変わる岩手大学、
コロナ禍が過ぎたら、是
非隅々まで探検してみて
ください！

CAMPUS  LIFECAMPUS  LIFE

i-Connect 3年目活動開始！

問い合わせメールアドレス
  iconnect.gandai@gmail.com

i-Connect Twitter アカウント▶▶▶▶▶

i-Connect 通信欄

　こんにちは！ i-Connect の窪田です！
　6月に学内カンパニーの認定式が行わ
れ、いよいよ i-Connect も本格的に活動
が始まりました！今年度は社員のほとん
どが新メンバーということで、活動も体
制と合わせてどんどん新しいことにチャ
レンジしていきたいと思います！
　さて、学内の課外活動は許可こそされていますが、昨年
度に引き続き、新型コロナウイルスの影響により、大型の
企画や広報活動が行いづらい状況が続いています。i-Con-
nect も現在はZOOMなどを活用して取材やミーティング
をしていますが、リモート生活 2年目ということもあり、
オンラインでもログインや会話に戸惑うことなく、スムー
ズに仕事を進められるようになりました。また、現時点で
も多くの学内団体から広報の依頼を受けており、「コロナ禍
でも負けない！」という岩大生の心意気を感じています。
コロナ禍によって活動は制限されていますが、「コロナ禍だ
からこそすべきこと・できること」もたくさんあると思い
ます。i-Connectは「学生と学生、学生と地域をつなぐ広報」
という理念のもとに、活動を通して、学内団体の知名度の
向上だけでなく、こういった岩大生の情熱を学内全体に伝
染させ、少しでも皆さんを元気づけるきっかけになれれば
と思います！
　まだまだ新メンバーも募集中です。以上、i-Connect か
らでした！

　

自
転
車
に
は
カ
ラ

ス
が
留
ま
り
、
夕
方
に

は
白
鳥
が
飛
ぶ
。
大

学
生
活
の
中
で
私
た

ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
鳥

を
目
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
鳥
」
を
追

い
求
め
る
サ
ー
ク
ル
を

紹
介
し
ま
す
！

野
鳥
の
会
は
ど
う
い
っ
た
団
体
で
す
か
?

　

部
員
は
約
50
人
。
野
鳥
オ
タ
ク
が
い
っ
ぱ
い
い
る
…
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
自
然

が
好
き
」「
人
と
話
す
の
が
好
き
」
と
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち

が
集
ま
っ
た
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

週
に
2
回
、
朝
に
高
松
の
池

で
探
鳥
を
し
、
月
１
で
滝
沢
演

習
林
、
夏
に
は
御
明
神
演
習
林

で
探
鳥
の
会
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
年
に
3
、
4
回
遠
征
を
し
、

日
常
で
は
見
ら
れ
な
い
鳥
を

探
し
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
東
北
地
域
環
境
計
画
研
究

会
、
日
本
野
鳥
の
会
、
岩
手
県

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
希
少
種
イ

ヌ
ワ
シ
の
保
護
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

野
鳥
の
会
の
魅
力
は
？

　

自
由
な
と
こ
ろ
で
す
。
活
動
に
ノ
ル
マ
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
来
た
い
時
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
探
鳥
は
一
人
で
も
行
え
ま
す
が
、
大
勢
で
行
う
こ
と
で

一
人
で
は
気
づ
け
な
か
っ
た
鳥
の
姿
や
生
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、「
み
ん
な
で
や
る
」
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ

え
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

入
部
の
き
っ
か
け
は
？

　

高
校
の
地
理
の
先
生
が
野
鳥
に
詳
し
く
、
野
鳥
に
関
す
る

情
報
を
聞
い
て
い
た
こ
と
で
、「
も
っ
と
知
り
た
い
！
」
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
入
会
し
て
か

ら
、
実
際
に
野
鳥
に
つ
い
て
色
々
と
知
る
こ
と
が
で
き
、
日

常
生
活
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
！

好
き
な
鳥
と
そ
の
理
由
は
?

　

色
々
あ
っ
て
迷
い
ま
す
が
…
強
い
て
あ
げ
る
な
ら
小
鳥
で

す
。
小
さ
く
て
か
わ
い
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
体

か
ら
森
に
響
き
渡
る
よ
う
な
声
を
出
し
た
り
、
大
き
な
鳥
に

向
か
っ
て
必
死
に
威
嚇
し
た
り
と
、
小
さ
い
け
ど
も
懸
命
に

声
を
出
し
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
生
き
る
姿
が
人
間
に
似
て

い
る
な
あ
…
と
感
じ
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　

野
鳥
の
会
に
入
っ
て
か
ら
、
様
々
な
鳥
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
、
自
分
の
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。
野
鳥
の
会
に

限
ら
ず
、
サ
ー
ク
ル
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
色
々
な
こ
と
に

気
づ
き
、
世
界
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
鳥
へ
の
愛
が
伝
わ
る
コ
メ

ン
ト
で
し
た
。
取
材
時
で
は
聞

こ
え
て
き
た
鳴
き
声
か
ら
鳥
の

名
前
を
推
測
す
る
と
い
う
ス
ゴ

技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
生

活
に
新
た
な
発
見
を
与
え
て
く

れ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
、
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
夢
中
に
な
れ
る
も
の

を
見
つ
け
、
よ
り
楽
し
い
学
生

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
！

取材にご協力いただいた方
代表　農学部　森林科学科

3 年　斎藤　楓華さん
（宮城県石巻高等学校出身）

GANDAI UPDATES
　

今
回
は
男
子
ラ
ク
ロ

ス
部
代
表
の
菅
原
章
弘

さ
ん
に
取
材
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
男
子
ラ
ク

ロ
ス
部
さ
ん
の
活
動
や

魅
力
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
団
体
で
す
か
？

　

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
28
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

12
人
が
所
属
す
る
部
活
で
す
。
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
大
会
が
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
度
の
特
別

大
会
で
は
準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

普
段
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

普
段
は
週
5
回
、
朝
の
6
時
か
ら
9
時
ま
で
活
動
し
て
い

ま
す
。平
日
の
練
習
で
は
、個
人
に
特
化
し
た
試
合
の
1
シ
ー

ン
1
シ
ー
ン
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
練
習
を
行
い
、
休

日
の
練
習
で
は
平
日
の
練
習
の
成
果
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、

試
合
を
想
定
し
た
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

菅
原
さ
ん
が
入
部
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
で
は
東
北
代
表
や
日
本
代
表
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
そ
し
て
、
部
内
の
雰
囲
気
が
良
い
と
こ
ろ
に
も
魅

か
れ
、
入
部
を
決
意
し
ま
し
た
。

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
さ
ん
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

な
ん
と
い
っ
て
も
熱
い
青
春
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
す
。
熱
量
の
多
い
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励

み
、
試
合
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
と
き
の
達
成
感
は
素
晴
ら

し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
ラ
ク
ロ
ス
を
始
め
る
の
で
、
練
習
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
成
果
を
得
や
す
い
こ
と
も
魅
力
で
す
。
僕
自

身
、
ラ
ク
ロ
ス
未
経
験
者
で
は
あ
り
ま
し
た
が

練
習
を
積
み
重
ね
、
新
人
戦
で
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

8
月
に
行
わ
れ
る
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
す
る
こ

と
で
す
。
東
北
代
表
を
目
指
し
、
頑
張
り
ま
す
。

　

朝
早
く
か
ら
練
習
に
励
み
部
員
た
ち
と
高
み

を
目
指
す
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
さ
ん
。
そ
の
活
動

は
、
大
学
生
で
し
か
味
わ
え
な
い
熱
い
青
春
そ

の
も
の
で
し

た
。
ぜ
ひ
そ

の
闘
志
で
、

東
北
代
表
に

な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

取材にご協力いただいた方
代表　理工学部　システム創成工学科　

4 年　菅原　章弘さん
（宮城県仙台第三高等学校出身）

取材者氏名　i-Connect社員

■人文社会科学部４年
　窪田　あずさ（左）
■人文社会科学部2年
　澤口　花咲（右）
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I n f o r m a t i o n

🅠❶ 在学当時の思い出をお聞かせください。
　私は入学時に、「大学では本当に好きなことしかしない」と決めていたので、サー
クルなどは何もせず、自由気ままに大学生活を送っていました。
　その中でも４年次の頃は、卒業研究で自分の本当に興味のあることを学ぶこと
ができ、また、就活はあったものの自由な時間が一番多い年でしたので、最も充
実していたと思います。

🅠❷ 現在のお仕事に就かれたきっかけはどのようなことですか？
　就職を考えた当初は、興味のあった動物や自然関係の仕事、特にも「動植物と
働く」仕事を探したり考えたりしましたが、自分の理想とは違ったり、そもそも
稼いでいくことが難しかったりで、あえなく断念しました。
　しかし、職探しの過程で、「動植物や自然環境を、公務の立場から見る必要があ
るのでは？」と思い、併せて「どうせなら地元の盛岡か滝沢に貢献したい」と考
えたことが、盛岡市職員になったきっかけです。

🅠❸ 仕事のやりがいや今後の目標をお聞かせください。
　私の担当している仕事は、優良農地を守るための法律関係が主であり、言って
しまえば土地がらみのため、様々な権利や利益が絡む非常に重い内容です。重要
な仕事を任せていただいている反面、責任重大であり、頭を抱えることもあります。
　だからこそ、私は職場の環境を良くして少しでも楽しく働くことを目標として
います。盛岡市職員になって ３ 年目、楽しく働く上で気づいた最も重要なことは、

「無駄話は無駄じゃない」ことでした。

🅠❹ 後輩となる岩大生へメッセージをお願いします。
　大学生活は、人生で最長の自由に動ける期間だと思います。一方で、社会に出
る前の準備期間でもあります。私自身そうではなかったため、遊ぶより勉強するべ
きとは言いませんが、何をするにしてもよく考えてください。充実した思考力を身
に着ければ、遊ぶにしても勉強するにしても、働くにしても大いに役に立ちます。
　それから「やりたいことに挑戦する」ことも重要です。様々なことに取り組み、
社会に出る前に自分の可能性を探してみると、意外な道筋が見えるかもしれませ
ん。

Introduction to a senior

センパイ
紹介‼️

OB-INTERVIEW
インタビュー

第 46 回

P R O F I L E

盛岡市職員
林
はやし

　大
ひろかず

和 さん

青森県八戸市生まれ、
平成 31 年 3 月　
農学部共生環境課程・
共生環境学コース（当時） 卒業
盛岡市　農林部　農政課

トピックス

「ガンダイニング」今年も放送予定！

大学ブランディングの推進に向けて
3 名に広報担当理事特別補佐を委嘱！

　岩手大学を紹介するテレビ番組、「ガンダイニング」を今年も放送いたします。
10 月から12 月にかけ、岩手大学の様々な活動や魅力にスポットをあて、学生生
活・研究・地域貢献などの情報を、地域の皆様に発信していきます。

　本学では、大学の機能強化をはじめとする特色ある取組やその成果を学内外に
情報発信するため、大学広報の在り方や大学ブランディングについて、有識者等
の意見を聴取する機会を設け改善
を図っているところです。今年度は、
令和3年5月1日から令和 4 年 3
月 31日までの任期で、3名に広報
担当理事特別補佐を委嘱し、ブラ
ンディングの推進に向けて議論を
始めました。今年度は大学ブラン
ディング推進の一つとして、大学名
称の書体やスクールカラーの明確
化等を進める予定です。

編集後記
　スイカやかき氷のおいしい季節となりました。
　いつもなら、オープンキャンパスで、たくさ
んの高校生を迎えるのですが、今年もWeb 上
での開催となります。さんさ踊りも残念ながら
中止となりました。
　諸行事の中止が続きますが、新しい大学の魅
力や地域の資源を見直すよいチャンスかもしれ
ません。
　季節はめぐります。岩手の大自然とそのめぐ
みを存分に楽しみましょう。これからも地域に
根差した岩手大学の魅力を発信していきます。

Hi! こちら岩手大学　 vol.48
岩手大学広報室広報誌専門部会

2021 年 8 月　発行
〒 020-8550　盛岡市上田三丁目 18-8

電話 019-621-6015　FAX 019-621-6014
E-mail:kkoho@iwate-u.ac.jp  https://www.iwate-u.ac.jp/

本誌へのご意見・ご感想をおまちしております。

打ち合わせの様子。写真左から藤代理事、境氏、田中教授、佐々木氏

放送日：10月5日スタート　毎週火曜18：55～18：58（24：55～24：58）
IBC岩手放送（TBS系列）
岩手県在住の方以外にもご覧いただけるように、後日、公式YouTubeに動画を掲載します。

広報担当理事特別補佐
・人文社会科学部　　 田　中　隆　充　　教授
・ Hyakka　　　　　佐々木　由美子　　氏

（クリエイティブディレクター、プロダクトデザイナー）
・ FROM NIPPON　 境　　　悠　作　　氏（プロダクトデザイナー）

Web オープンキャンパスを実施！

　例年 8月に実施しているオープンキャンパスについてですが、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となり、今年度も
Webオープンキャンパスを実施することになりました。本学の
ホームページからご覧いただけますので、ぜひご覧ください。

　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　  　岩手大学ホームページ					

T O P I C S

　岩手大学公式Facebook、YouTube、学長Twitterを更新中！
Facebook には、学内カンパニー『i-Connect』の学生が取材し
た記事も掲載しています。ぜひ覗いてみてください。

岩手大学公式ソーシャルメディアのご案内

岩手大学公式YouTubeチャンネル：
https://www.youtube.com/channel/

UC8ua2BprbPkSvGSMYwK1aOA 

岩手大学公式Facebook：
https://www.facebook.com/iwate.u

小川学長Twitter：
https://twitter.com/iwateu_gakucho

岩手大学イーハトーヴ基金へのご協力について
～今般の新型コロナウイルス感染症に関連して～

　岩手大学では、教育研究の充実はもとより、学生に対する修学
支援の一層の推進を図るため、平成 27 年度に「岩手大学イーハ
トーヴ基金」を創設しました。本基金は、本学の教育研究や学生
支援を幅広く展開することを目的とした「一般基金」と、東日本
大震災により被害に遭った学生たちへの修学支援など、使途を特
定した「特定基金」で構成され、これまで、企業・団体や個人の
皆様など多くの方々からご支援をいただいております。
　また、今般の新型コロナウイルス感染症の影響を受け、経済的
に困窮する学生への支援を拡充するため、岩手大学イーハトーヴ
基金の特定基金である『修学支援事業基金』へのご寄附にご協力
をお願いしております。
　最新の特定基金情報、寄附の申込・払込方法については、お手
数ですが、イーハトーヴ基金ホームページをご覧
ください。

岩手大学 法人運営部 基金室（平日午前 9 時～午後 5 時）
〒 020-8550 盛岡市上田 ３-18-8
TEL:019-621-6091 FAX:019-621-6014

お問い
合わせ先

　各学部の情報、入試情報、先輩の声など、高校生
の皆様向けの情報をまとめた高校生・受験生向けサ
イトをオープンしています。
　Web オープンキャンパスと併せて、ぜひご覧く
ださい。

高校生・受験生向けサイト運営中！

岩手大学イーハトーヴ基金ホームページ：
https://www.iwate-u.ac.jp/ihatovkikin/index.html

岩手大学ビジョン 2030
特設ページ

岩手大学ビジョン 2030 について

　岩手大学が 2030 年を見据え、目指すべき方向性を示すものとして『岩手大学
ビジョン2030』を策定しました。ホームページに特設ページを開設しましたので、
ぜひご覧ください。

 岩手大学ビジョン 2030
岩手大学は、よりよい未来を創造する「地域の知の府」「知識創造の場」
として、地域に頼られ、尊敬され、愛される大学となる
 行動規範
共考と協創
（共に考え、協力して創る）




